
















































1)、矢野　　光 2)、大竹　弘之 2)、跡部　　治 2)、








































































乃 1)、漆舘　　希 1)、山口　千賀 2)、櫻井　良平 1)、
藤澤健太郎 3)、玉澤　佳之 3)
【背景・目的】Bevacizumab・Trastuzumabは初回の忍容性が良好
であれば投与時間の短縮が可能である。投与時間の短縮は外来患者
の院内滞在時間の短縮に繋がり、外来化学療法室のベッド回転率向
上にも寄与すると考えられることから、当院においても2012年9月
より最終的な投与時間をBevacizumab 30分、Trastuzumab 60分ま
で短縮して施行している。投与時間の短縮にあたり、当院における
Infusion reaction（IR）発現状況や併用薬の影響について調査した。
また、患者意識調査のためのアンケートを併せて実施し、現状およ
び課題について検討した。
【対象】Bevacizumab・Trastuzumabを含むレジメンにて外来化学
療法施行中の患者26名
【結果】対象者26名のうち25名と多くの患者が投与時間の短縮を希
望したが、投与時間の短縮に不安を感じるとの回答も約30%みら
れ、特に女性において不安が強い傾向にあった。調査期間中（総
投与回数111回／25名）、有害事象による中止例が1件みられたが、
Bevacizumab・Trastuzumabとの関連が疑われるIRの発現は認めら
れなかった。前投薬は制吐薬適正使用ガイドラインに準じて投与さ
れていた。
【考察】Bevacizumab・Trastuzumabに関してはIRの発現回避を目
的とした予防的な前投薬の有用性は確立されていない。調査期間を
通してIRの発現は認められなかったが、抗アレルギー薬やNSAIDs
を併用していた患者は少数であったため、これらの薬剤のIRへの影
響は少なかったと考えられる。抗癌剤の投与時間短縮は患者にとっ
て大きなメリットとなりうるが、一方で不安を感じる患者も多いこ
とが明らかになった。今回の結果を考慮し、外来化学療法室では患
者個々の感情に配慮した指導・説明が必要である。
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